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　秋空の下、風にそよぐコスモスは、広島の街に静かな彩りを添えて
います。 その可憐な花姿は、見る人の心をやわらかく包み込み、忙
しい日々の中にそっと安らぎをもたらしてくれます。 淡い色合いの
花々が一面に広がる光景は、季節の移ろいとともに、私たちの心にも
穏やかな余韻を残します。
　印刷物もまた、季節の情景や人々の思いを形にし、確かな存在とし
て届ける役割を担ってきました。 パンフレットや広報誌、書籍、ポ
スターなど、私たちが日々手がける仕事は、誰かの記憶や感情に寄り
添い、社会の中で静かに息づく「伝える力」を持っています。
　コスモスが咲き誇るこの 10 月、印刷の持つ温かさと可能性を改め
て見つめ直し、 組合員の皆様とともに、地域の文化と産業を支える仕
事を丁寧に積み重ねていきたいと思います。
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　ソリューションセミナーは各社時間要望による調整
をしており変更困難ですが、全体の流れを最適化する
方向で検討を進めるよう提案があった。

■開催要領・担当表
　ポスター表彰は朝のオープンセレモニー内で実施す
る方針が示された。担当表は暫定案として提示され、
司会や案内アナウンスの役割について意見交換が行わ
れた。ペーパーサミットの案内強化のため、出展者名
をパンフレットへ掲載する案が提案された。
■報道発表・説明会資料の確認
　来場者目標は昨年同様 1,500 名（昨年実績：延べ 1,200
名）。 案内発送は 9 月中旬、申込締切は 9 月末を予定。 
チケットは 1 日券 6,000 円／ 2 日券 10,000 円 。

　8 月 26 日、広島ガーデンパレスの会場に於いて、夢メッセ 2026 開催に向け、常任理事会・夢メッセ三役会・
報道発表・出展説明会が開催された。

第３回常任理事会開催
― 新企画「ペーパーサミット in 夢メッセ」やセミナー構成を中心に議論 ―

　午後 1 時より常任役員 9 名が参加し、新企画「ペー
パーサミット in 夢メッセ」を含むイベント全体構成の
最終調整が中心となり、進捗報告と意見交換が行われ
た。
■パンフレット内容と修正点
　パンフレットでは、夢メッセの構成を ①基調講演　
②ソリューションセミナー　③ペーパーサミット in 夢
メッセの 3 本柱として整理。 各ページの誤記修正など
が確認された。
■新企画「ペーパーサミット in 夢メッセ」
　今年度の新企画として、技術・商品展示を「ペーパー
サミット」として統一名称で展開する。 点字印刷、セ
キュリティ印刷、箱紙加工など、支部ごとに 1 社ずつ
出展を依頼した結果、18 社が参加予定である。
また、体験コーナーでは「段ボール展示」「缶バッジ作成」

「リング製本」などを予定しており、紙面掲載用の写真
素材を追加する提案が示された。
■セミナー時間割の再検討
　搬入開始が８時となったことから、特別セミナーを
午前に移動する案が議論された。 午前中の集客向上や
展示との動線改善を目的とし、調整することとした。

夢メッセ三役会開催
　午後２時 10 分より役員 14 名が参加し開催した。冒
頭、宇都宮実行委員長より「しっかり内容を詰めて来
月から準備にかかって行ければと思っておりますので、
皆様のご協力をよろしくお願い致します」と挨拶があ
り議題に入った。
　今回の会議は常任理事会で議論した内容に関して、
三役会メンバーで意識合わせを行い、「運営要領」、「パ
ンフレットの確認」、「チケット販売目標」やこの後の
報道発表や出展者説明会等の意識合わせを行った。

【夢メッセ三役会　議題】
(1) 夢メッセ開催に向けての確認事項の説明
　　・夢メッセパンフレット
　　・新企画「ペーパーサミット出展者一覧」
　　・夢メッセ開催要領 / 運営関係担当表
　　・報道発表資料・出展者説明会資料
(2) チケット販売目標について
(3) その他

「業界報道機関説明会」及び「出展者説明会」の開催
　午後３時より印刷時報㈱堀之内様とニュープリン
ティング㈱楠本様が参加され、「業界報道機関」説明会

が、３時 50 分より実行委員４名と出展企業の担当者
８名が参加され、出展者説明会が開催された。

「役員会レポート」
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　９月２日 14:30 ～ 16:30、広
島印刷会館にて、全日本印刷工
業組合連合会 産業戦略デザイン
室 SR 部会によるセミナー『「公
民連携の奨め～選ばれる企業に
なるための実践講座～」in 広島』
が開催された。本セミナーは全
国 10 カ所で実施されるシリーズ
の第 1 回目であり、目標を上回
る約 30 名の参加があった。

― 印刷会社の新たな役割と可能性を探る ―

　続いて、SR 部会長の岩間氏（山
形県印刷工業組合）が登壇。産業
戦略デザイン室の副委員長として、
竹倉委員・渡辺委員・東委員・宮㟢
委員の 5 名で 2 年間活動してきた
経緯を紹介し、研究成果としてまと
めた冊子を全国で広く知ってもらうため、今年度は 10
カ所でセミナーを開催することを説明された。 

■ SR 部会長・岩間氏挨拶

「公民連携の奨め～選ばれる企業になるための実践講座～」 in 広島

■宇都宮理事長挨拶
　冒頭、広島県印刷工業組合・宇都宮理事長より、「印刷
業界は“下請け”“仕事をもらう”という意識に偏りがち
だが、地域を良くするためにどう変わるべきかを考える
機会にしたい」との言葉があり、セミナーへの期待が述
べられた。

■産業戦略デザイン室の役割
　本題に入る前に、産業戦略デザイン室の概要が紹介
された。
　産業戦略デザイン室は、バブル崩壊後の経営環境変
化や印刷需要の縮小を背景に、印刷産業が自ら戦略を
描く必要性から 2009 年に創設。現在は
　⑴北極星部会（未来像の事業化）
　⑵イノベーション部会（未来探索）
　⑶ SR 部会（地域連携）
の 3 部会体制で活動している。
　北極星部会では、SF プロトタイピングを用いて未来
を構想し、印刷会社が持つ「情報整理」「人や地域をつ
なぐ」「体験価値を生み出す」力を統合した XI（体験
インテグレーター） の考え方を提唱。成果物ではなく

「どんな体験を提供するか」を起点に事業を構想する新
しい視点が紹介されました。
　また、印刷会社が取り組む体験価値の事例収集のた
め、アンケートへの協力が呼びかけられた。
 
■講義：SR 調達と公民連携でつくる地域の未来
　講師は SR 部会委員である竹倉氏（半田中央印刷）。 
少子高齢化・地域経済の縮小が進む中、地方には未解
決の課題が多く存在し、印刷会社が地域でどのように

価値を発揮できるかが問われていると説明された。
 
１．印刷会社は「地域の編集者」
印刷会社は行政・学校・商工会議
所など多様なプレイヤーと日常的に
接点を持ち、
　⑴情報整理
　⑵伝え方の設計
　⑶関係者の調整
　⑷地域資源の発掘
など、編集者的な役割を果たしてきた。
　これは、地域課題に向き合ううえで大きな強みであ
り、行政・地域コミュニティ・民間の間に立つ存在と
して機能し得ると指摘している。
２．SR の視点が不可欠
　地域に根ざし、雇用を生み、関係性を育んできた印
刷会社の実績は、地域にとっての信用の土台である。
しかし、その価値は黙っていても伝わらない。
竹倉氏は、
　⑴言語化
　⑵数値化
　⑶見える化
の重要性を強調し、印刷会社が地域で選ばれる存在に
なるためには、自社の価値を説明できる状態に整える
必要があると述べた。
３．行政の評価軸の変化
　行政の仕事は複雑化し、価格だけでは判断できない
案件が増え、プロポーザルが増加している。企画力・
地域理解・運営力などが評価される場面が増え、企業
の姿勢や地域への関わりが選定の材料となっている。
　そのため、印刷会社は地域との関わりを棚卸しし、
CSR 認定制度・MUD 認証・グリーンプリンティング
などを活用しながら、外部に伝わる形で整理しておく
ことが重要である。
４．事例紹介：地域課題と事業の接続
　SR 実践ガイドで紹介されている 3 社のうち、今回は
2 社の事例が紹介された。
　⑴ユーメディア（仙台市）
　　地域会議への参加をきっかけに、まちづくりの中
　　心的役割へと発展。 地域情報誌の発行やイベント
　　運営で蓄積した企画力・運営力・地域との関係性が、
　　エリアマネジメント事業へと接続し、異業種連携
　　による組織設立へと広がった。
　⑵秋田印刷製本（秋田県）
　　農家の「米が安くて困っている」という声をきっ
　　かけに、お米の価値を編集し、デザイン・パッケー
　　ジを活かした販売事業を開始。 地域産品の販売へ
　　と事業を広げ、官民共創コンソーシアムの設立へ
　　と発展した。
　〔共通点〕
　　・地域課題を自分ごととして捉える
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　　・長年の関係性を積み重ねる
　　・地域への関わりを経営と切り離さない
　　・小さな一歩から役割が広がる
　そして、発注者・受注者の関係を超え、地域課題を
共に考え、連携し、提案し、実行する「公民連携」へ
と進化している点が共通している。
５．公民連携とは
　公民連携は、行政と民間企業が課題設定の段階から
共同で取り組み、地域の未来を一緒に考えるパートナー
となる関係である。 従来の「仕様書 → 納品」という
関係を超え、企画・実行・検証までを共に進める姿勢
が求められる。
　印刷会社が「相談したい相手」として選ばれるため
には、地域との関わりを可視化し、説明できる状態に
整えておくことが不可欠である。
６．まとめ
　今回のセミナーでは、印刷会社が地域で果たしてき

た役割を再認識し、地域課題と事業を接続する新たな
可能性が示された。 地域に根ざした印刷会社だからこ
そできる価値創出があり、それをどのように言語化し、
見える化し、経営に取り込むかが今後の鍵となってい
く。
　広島での第 1 回開催を皮切りに、全国でのセミナー
を通じて、印刷産業の未来を共に考える機会が広がっ
ていくことが期待される。

　9 月 17 日（水）、備後支部価値組委員会の 9 月例会（第
266 回）を開催しました。今回は、リコージャパン（株）
の高月英剛さんをお招きし、「デジタル印刷」について
お話を伺いました。
　ひとことで「デジタル
印刷」と言っても、分かっ
ているようで、いざ説明
しようとすると意外と難
しいものです。今回の例
会では、印刷業界に携わ
る私たちにとってのデジ
タル印刷とは何か、また、お客様の立場から見たオフ
セット印刷との違いや、それぞれの得意分野・不得意
分野について、分かりやすく教えていただきました。
　さらに、なぜ今、多くの印刷会社がデジタル印刷に
投資しているのか、そしてデジタル印刷がどのような
武器になるのかについてもお話しいただきました。印
刷業界の役割が変化する中、オフセット印刷とデジタ
ル印刷を併用するメリットや、その先に広がる印刷ビ

ジネスの可能性について、熱い想いを込めて語ってく
ださいました。
　お話の中で特に印象に残ったのは、「ものづくり ×
データ活用」、そして「印刷を知るデザイナーは商品づ
くりに強い」といったキーワードです。「〇〇」× 「◎◎」
という掛け算の発想。一つひとつでは埋もれてしまう
ような強みも、掛け合わせることで大きな価値になる
のだという気づきをいただきました。
　淡々とした語り口の中にも多くの示唆があり、引き
込まれるように聴かせていただきました。参加された
皆さんも真剣に耳を傾けておられ、あっという間の時
間でした。

9 月例会
【備後支部だより】
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J-CONNECT 運用開始に伴う登録のお願い
　全印工連では現在、84 にのぼる多彩な事業を展開しており、その一つ一つが組合員企業の経営基盤強化や業務
効率化につながるものです。ところが、そうした有益な情報や事業が、必ずしも組合員の皆様のもとに十分に届い
ていないという現状があります。情報を届ける手段として、メールマガジン、広報誌『Xi』、ホームページ、動画
サイト『印カレ』、共創ネットワーク通信など手段はいくつかありますが、組合員の皆様全体にはなかなか伝わら
ないという現状がありました。この課題を解決するために、2024 年より約１年半の開発期間を経て誕生したのが、

「J-CONNECT」です。
　全国の組合員が１つのプラットフォームにつながり、情報を共有し、互いに連携できる環境が整いましたので、メー
ルアドレスを提供いただき、是非活用をお願いしたいと考えております。



（6）　第 482 号 令和 8年 10月 1日い ん さ つ 広 島

本　　社 〒140-8541 東京都品川区東品川3-31-8 TEL 03-5715-7377

www.jp.heidelberg.com/
広島営業所 〒731-0121 広島市安佐南区中須1-1-12-1301号 TEL 082-846-4180

青木　一夫

【新役員紹介】

　今年度より広島県印刷工業組合の理事を拝命いたし
ました、青木印刷株式会社の青木一夫と申します。昭
和 38 年生まれの 62 歳、父の代から続く事業を受け
継ぎ、二代目として日々励んでおります。父が営んで
いた個人事業の青木印刷所を、20 年前に法人化し、代
表取締役として経営に邁進してまいりました。同じ呉
支部である宇都宮理事長のもと、その名に恥じぬよう、
誠心誠意活動していく所存です。
 
　言うまでもなく、私たちを取り巻く印刷業界は、デ
ジタル化や情報伝達手段の多様化 に加え、人手不足 や
原材料価格の高止まりなど、かつてない環境変化のた
だ中にあります。従来型の大量印刷を中心としたビジ
ネスモデルは転換を迫られ、付加価値の高い企画提案、
デジタルメディアとの連携、環境配慮型の生産体制な
ど、各社が新たな方向性を模索しています。
　一方で、紙や印刷物には、情報を「かたち」として残し、
手ざわりや質感を通じて想いを伝える力があります。
デジタル全盛の時代だからこそ、印刷物の持つ信頼性・
保存性、そして「手に取って読む」という体験価値が、
あらためて見直されていると感じております。だから
こそ、個々の企業努力にとどまらず、業界全体として
の連携と発信が重要であり、まさに組合の役割が問わ
れているのではないでしょうか。
 
　微力ではございますが、これまで現場で培ってきた
経験を生かし、組合員の皆様のお声に真摯に耳を傾け
ながら、特に次の三点に力を注いでまいります。

① 情報共有と学びの場づくり
技術動向、市場変化、働き方、人材育成など、各社が
抱える課題や成功事例を持ち寄り、共に学ぶ機会をさ
らに充実させてまいります。セミナーや勉強会に加え、
双方向の意見交換の場を設け、「顔の見えるネットワー
ク」としての組合価値を高めていきます。
 
② 地域とのつながり強化
印刷は行政・企業・学校・NPO など、多様な主体と関
わる産業です。地域行事への協力、学校教育への支援、
環境配慮型印刷の普及などを通じ、地域社会から信頼
され、必要とされる業界であり続けることを目指しま
す。
 
③ 次世代人材の育成と魅力発信
若い世代に印刷業の魅力と社会的意義を知っていただ
く取り組みを進めるとともに、若手経営者や中堅社員
の皆様が積極的に組合活動へ参加できるよう、風通し
の良い運営に努めてまいります。
とは言っても、浅学非才の身であり、一人で成し得る
ことには限りがございます。歴代役員の皆様が築かれ
た伝統と信頼を大切に受け継ぎつつ、先輩諸氏のお知
恵をお借りし、同世代・若い世代の皆様と力を合わせ、
より良い組合運営に少しでも寄与できますよう、全力
を尽くす覚悟です。
 
　何かと行き届かぬ点もあろうかと存じますが、今後
とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますとともに、組合
事業への一層のご理解とご協力を心よりお願い申し上
げます。

青木印刷株式会社　代表取締役

広島県印刷工業組合

理　事

宇都宮理事長とともに歩む新たな一歩



（7）　第 482 号令和 8年 10月 1日 い ん さ つ 広 島

【新役員紹介】

　この度、理事を拝命致しました有限会社アド・オー

ガストの木戸です。若輩者ではありますが、組合の重

責を担うことになり、身の引き締まる思いですが、そ

れ以上に「広島の印刷業界を盛り上げたい」という気

持ちを持って頑張ってまいりたいと思います。現在、

青年部の部会長として２期目を迎えさせていただいて

おりますが、この度、理事という立場で、より業界お

よび社業を盛り上げられるよう努めてまいります。

　私が青年部会の活動を通じて日々感じていることは、

業界を取り巻く環境が激しく変化する中で、仲間たち

と、情報交換や印刷業の将来への可能性を語り、懸命

に仕事と向き合う仲間たちの姿勢です。私自身、経営

者１年生とまだまだ未熟ではございますが、青年部の

活動を通じて、理事長を始めとする諸先輩方のサポー

トができるよう、またしっかり学びを得たいと思って

おります。

　理事という重責を担うにあたり、諸先輩方が築いて

こられた組合運営を大切に守りながら、青年部会員達

の若い意見を吸い上げ調和できるよう頑張ります。

　私個人といたしましては、制作を主とした業務を事業

として行っております。制作現場に置きましても目ま

ぐるしく変わる環境のなか、不安を感じながらも新し

い挑戦に挑む心を忘れずに事業をおこなっております。

この不安を感じながらも挑戦するということは、今業

界全体に通じることだとも感じています。私たちが扱

う「印刷」とは単に紙にインクを載せることではなく、

お客様の思いを形にし、社会と繋げる究極のクリエイ

ティブだとも感じています。

　全国の青年部会では活動休止となっている県、組合

が徐々に増えてまいりました。確実に次世代に繋げる

ためにも理事として青年部会として、バトンを繋げら

れる一人のランナーとして頑張ってまいります。

　重ねまして若輩者ではございますが、青年部会長と

して培ったフットワークを武器に、諸先輩方の想いを

しっかりと受け継ぎ伝えていきたく思います。

　至らぬ点も多々あると存じますが、皆様の厳しくも

温かいご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。組合員の皆様と共に、広島県の印刷業

界をより一層盛り上げていけることを楽しみにしてお

ります。

　どうぞよろしくお願い致します。

 

木戸　 翼
有限会社アド・オーガスト　代表取締役

広島県印刷工業組合

理　事

変化の時代を楽しみ、共創で時代を進む

RICOH BUSINESS BOOSTER

印刷事業者の“真”のパートナーとして、
前例にとらわれない新たな答えを創りだす

リコージャパン株式会社　PP事業部　九州中国GCグループ
〒730-0013　広島県広島市中区八丁堀3-33広島ビジネスタワー15F
TEL：082-511-2465  FAX：082-511-2702



（8）　第 482 号 令和 8年 10月 1日い ん さ つ 広 島

〒733－0833 広島市西区商工センター６丁目１－１２
TEL 082-277-2341　FAX 082-277-6818
web site　http://www.tokami.co.jp

事務局だより
◎ 組合のうごき

印刷会館

－

東　京

印刷会館

沖　縄

沖　縄

沖　縄

広島
ガーデンパレス

9

　
　
　月

10

　
　
　月

SR調達セミナー（in 広島）

印刷の月

印刷の月記念式典

常任委員会④

全日本印刷文化典沖縄大会

全印工連事務局研修

全青協各県青年会代表者会議

全印工連フォーラム

夢メッセ（1日目）

夢メッセ（2日目）

夢メッセ三役会
支部長会・拡大理事会

2日

4日

9日

30日

14日

16日

17日

30日

31日

●永年勤続従業員の表彰募集
締切　10 月 9 日（金）

　県工組では、組合企業従業員の永年にわたっ
ての精励をねぎらうとともに、勤労意欲の向上
を図るため永年勤続の表彰を実施します。ご案
内は１日に発送していますが、該当者について
は 10 月９日（金）までに、「永年勤続表彰者推
薦書」を県工組へご提出ください。

◎組合員の異動
　【脱退】　商　　号：㈲弦本印刷所
　　　　　脱退年月：令和 8 年 9 月 30 日
　　　　　　　　　　　　　　　　[ 広島西北支部 ]

　いんさつ広島 9 月号に掲載いたしました 「夢メッセ開催告
知ポスター　準グランプリ受賞作品紹介」の記事において、 
本来掲示すべき準グランプリ受賞ポスターとは異なる方の作
品を誤って掲載しておりました。
　関係者の皆様ならびに読者の皆様にはご迷惑をおかけしま
したこと、深くお詫び申し上げます。
　正しいポスターは以下の通りです。
　今後は確認体制をより一層強化し、 同様の誤りが生じない
よう努めてまいります。

夢メッセ開催告知ポスター
準グランプリ
㈱原色美術印刷社
石丸 祐加 氏

広島県最低賃金は 56 円（5.2％）
引き上げて 

｢時間額 1,141 円｣ に

　広島地方最低賃金審議会は、令和８年

８月 17 日、広島労働局長に対して、「広

島県最低賃金を『時間額 1,141 円』に改

正することが適当である。」旨を答申しま

した。 広島労働局長は、答申を受け、そ

の要旨を公示して異議申出（期限９月１

日）に関する手続等を行います。その後、

異議申出に係る審議を経て、広島県最低

賃金を改正決定することになります。

　改正決定の効力発生日は、早ければ令

和８年 10 月 11 日となる予定です。

 

訂正とお詫び


